
１２. 最大・最小 ２次関数

【例題1】

2次関数 𝑦 = 2𝑥2 − 8𝑥 + 5の最大値と最小値を求めなさい。

共テ対策入門講座

まずは平方完成して，簡単なグラフをかく！

𝑦 = 2𝑥2 − 8𝑥 + 5



【例題2】

2次関数 𝑦 = −𝑥2 + 2𝑥 + 4 −1 ≦ 𝑥 ≦ 2 の最大値と最小値を求めなさい。

グラフをかいて
範囲で切り取っていこうね



【実戦】

(1)

取り組み目安：４分

(2)

𝑐を定数とする。2次関数 𝑓 𝑥 = 2𝑥2 − 4𝑥 + 𝑐 0 ≦ 𝑥 ≦ 3 の最小値が−1であるとする。

最小値が−1であることから，𝑐 = エ である。

動画をストップして
時間内に解いてみよう！

𝑓 𝑥 は 𝑓 𝑥 = 2 𝑥 − ア
2

+ 𝑐 − イ と変形できる。

このとき，関数 𝑓 𝑥 の最大値は オ である。

グラフの軸は直線 𝑥 = ア であり，これは定義域 0 ≦ 𝑥 ≦ 3の内側にある。

したがって，𝑓 𝑥 は𝑥 = ウ のとき最小値をとる。



(1)

𝑐を定数とする。2次関数 𝑓 𝑥 = 2𝑥2 − 4𝑥 + 𝑐 0 ≦ 𝑥 ≦ 3 の最小値が−1であるとする。

𝑓 𝑥 は 𝑓 𝑥 = 2 𝑥 − ア
2

+ 𝑐 − イ と変形できる。

グラフの軸は直線 𝑥 = ア であり，これは定義域 0 ≦ 𝑥 ≦ 3の内側にある。

したがって，𝑓 𝑥 は 𝑥 = ウ のとき最小値をとる。

𝑓 𝑥 = 2𝑥2 − 4𝑥 + 𝑐



(2) 最小値が−1であることから，𝑐 = エ である。

このとき，関数 𝑓 𝑥 の最大値は オ である。

𝑓 𝑥 = 2𝑥2 − 4𝑥 + 𝑐

= 2 𝑥 − 1 2 − 2 + 𝑐

(1, −2 + 𝑐)頂点
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